
大学コンソーシアムを活用した
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自治体や地場産業との密接な連携が教育ニーズを生む

令和5年9月13日（水）大学改革支援・学位授与機構 令和5年度大学等の質保証人材育成セミナー



ネットワーク大学コンソーシアム岐阜

•岐阜県内の大学，高専，専修学校，計２５校と岐阜県

•岐阜県が５０％を出資

•事業の３本柱

１．単位互換授業

２．FD・SDの共同開催

３．一般向け公開講座



１．単位互換授業

• 現状（令和5年度前学期）

教養科目：専門科目＝ほぼ半々

科目提供大学 12大学，全69科目

69科目中40科目は1大学が提供

受講学生数108人（5大学から）

108人中104人がEラーニング

• 課題

現実的には移動が困難

全加盟校が均等に提供＆受講？

• 解決策

Eラーニングの活用，土日夜間の実施（休日を分散できないか？）
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• 特色

専修学校を含めている。

“上か下か論”

・学校教育法 第124条～

・専修学校設置基準 第11条第3項，第12条第3項

→ 上下関係ではない

→ むしろ専修学校 ⇔ 大学の移動を想定

• 大卒を前提とする専修学校の実在

東京基督神学校，

コロムビア・ファッション・カレッジの「専科」

１．単位互換授業



２．FD・SDの共同開催

• ５回＋１回実施

• 加盟機関の”総選挙”

• 魅力

→ 大学設置基準11条

→ 自由度がある！



２．FD・SDの共同開催

• 教職員にとっての教養科目

• 職務に役立つ ⇔ 見聞を広げる

https://twitter.com/hudikaha（令和5年9月3日閲覧） https://www.youtube.com/watch?v=o7SOqLEzZSw（令和5年9月3日閲覧）

文芸批評家 浜崎洋介
大学改革は外からどう見えてるのか？

コロナと情報リテラシー
フォロワー４万３千人，ニコニコ動画

藤川賢治さん
医療統計情報通信研究所

藤川さんのX（旧ツイッター）
トップぺージの写真

浜崎洋介さんのネット番組出演時の写真



２．FD・SDの共同開催

• この自由度を活かして，個人的には，

• アフターコロナ，ポストコロナ？？

• 美談で終わらせてよいか？

大学のコロナ対応の “総括”

学位授与機構さんが音頭を取ってくれてもありがたいかも…

→ 単独の大学ではやりにくいかも…
→ コンソを活用 →そして少し実現している



３．公開講座

ここを見直したい！



３．公開講座

• お馴染みのメンバー

• 上手くリカレント，リスキル化できるか？

→ 次世代経営者の学びの場，プレMBA的なコース

→ 将来的には，マイクロクレデンシャルなど，

正式に認定されうるものを目指して



４．課題と注意点

• 学校を超えた学生の動きはあるが，教職員の交流が少ない

• 加盟校の１つである岐阜大学の事例であるが，正課教育におけ
る企業等との関わり方に規程を設けている

• （これを言うと叱られそうだが…）大学と地域との連携の在り
方について。
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